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【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４１】
　本明細書で提供するものは、ＧＬＹＸ－１３のような開示の化合物の有効量を細胞に接
触させる工程を含み、細胞内での自閉症標的遺伝子を変調させる方法でもある。自閉症標
的遺伝子は、例えば、ＡＢＡＴ、ＡＰＯＲ、ＣＨＲＮＡ４、ＣＨＲＮＡ５、ＧＦＡＰ、Ｇ
ＲＩＮ２Ａ、ＰＤＹＮ及びＰＥＮＫから選択されてもよい。別の実施形態において、シナ
プス可塑性関連疾病で苦しむ患者のシナプス可塑性を変調させる方法であって、ＧＬＹＸ
－１３のような開示の化合物、又はその医薬的に受容可能な塩の有効量を患者に投与する
工程を含む方法も提供される。
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